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原 猿 類 の 舌 乳 頭 に つ い て
岡田成賛､諏訪文彦､竹村明道､太田読邦
(大阪歯大･解剖)
〔目的]舌乳頭は棲息状況や摂食様式に閃迎し
て多種多様の形態を示す｡我々は今まで数種丈独
類､ツパイ日､食虫日とヒトの舌乳頭について柁
告した｡今回は原猿類の舌乳頭の外形並びに結合
紘芯 (CI℃)の立体的構造を走査功 で観察した｡
[材料と方法]原猿はロリス科のスロー ロリス､
ショウガラゴ､オオガラゴとキツネザル科のワオ
キツネザル､クロキツネザルを観察した｡これら
舌標本は片側を上皮剥離後､通法により試料を作
製し､走査電顕(JSMT-300,JEOL)で観察した｡
[結果と考察]原猿類の糸状乳頭は基本的に環状
配列を示し､その中で咽頭側の乳頭は大Zi円錐形
で咽頭側に傾斜していた｡その外形はロリス科で
は3-5個の小型円錐形を呈し､キツネザル科では
10-15個の針状の乳頭が集中していた｡そのCTCは
ロリス科では外形とほほ同様の形態を示し､キツ
ネザル科では10-15本の先端が丸い小さい突起か前
方に開いた環状配列を呈し､咽頭側に大きな円錐
突起が存在していた｡茸状乳頭は三種とも円柱状
を皇し､そのC1℃も円柱状で､その先端に小陥凹
がロリス科で213個､キツネザル科では5･6個認めら
れた｡有郭乳頭はスローロリスでは左右1佃ずつ
2個存在し､ガラゴでは正中と左右1個ずつ3個
の有郭乳頭が三角形に配列し､キツネザル科では
5-6個が逆V字型に配列していた｡斐状乳頭はロ
リス科では認められず､キツネザル科では舌縁後
部によく発達し1_=乳頭が5-6個認められたo
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